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報
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た
め
行
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宿
巡
回
と
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◇
実
施
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９
月
２
日
（
火
） 

 

小
雨 

◇
参
加
者 

 

沖
﨑
𠮷
信
、
湯
川
一
郎 

 
 

２
名 

  

九
州
沖
の
熱
帯
低
気
圧
が
台
風
１
５
号
と
な
り
、
久
々
に
紀
伊
半
島
直
撃
の

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
大
型
で
も
な
く
足
も
早
そ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
心

配
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
湯
川
君
か
ら
行
仙
宿
の
雨
戸
を
閉
め
て
お
き
た
い
の

で
、
明
日
行
こ
う
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
行
仙
宿
行
き
を
決
め
る
が
明
日
も

か
な
り
の
雨
量
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
途
中
か
ら
引
き
返
す
こ
と
も
考
慮
し
た
。 

 

朝
、
出
発
時
は
小
雨
で
午
前
中
は
そ
の
影
響
は
少
な
い
よ
う
で
、
９
時
前
に

出
発
す
る
。
道
中
も
小
雨
で
予
定
通
り
１
０
時
半
頃
登
山
口
に
着
く
。
モ
ノ
レ

ー
ル
に
乗
り
、
登
山
口
と
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
の
対
策
は
後
回
し
に
し
て
小
屋
へ
直

行
、
佐
田
の
辻
手
前
ま
で
来
て
小
屋
を
見
上
げ
る
と
、
ど
う
も
窓
１
枚
が
閉
め

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。 

そ
の
後
、
湯
川
君
か
ら
管
理
棟
は
４
箇
所
の
窓
が
閉
め
ら
れ
て
い
な
い
と
聞

く
。
ま
ず
は
小
屋
及
び
管
理
棟
の
回
り
と
佐
田
の
辻
付
近
の
対
策
を
行
い
、
窓

と
雨
戸
を
閉
め
た
。
宿
泊
者
に
対
し
て
も
「
台
風
シ
ー
ズ
ン
中
、
退
宿
時
に
は

雨
戸
を
締
め
て
下
さ
い
」
と
紙
に
書
い
て
室
内
に
貼
っ
た
。 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
戻
り
、
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
内
も
対
策
し
、
登
山
口
に
戻
っ

た
。
こ
こ
で
も
モ
ノ
レ
ー
ル
カ
バ
ー
や
屋
根
の
シ
ー
ト
、
デ
ポ
し
て
い
る
丸
太

な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。
二
人
で
行
っ
て
良
か
っ
た
な
あ
と
話
を
す
る
も
、
登

山
者
が
窓
を
閉
め
忘
れ
る
こ
と
は
た
ま
に
あ
る
が
、
管
理
棟
は
会
員
が
忘
れ
た

の
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
火
の
始
末
と
併
せ
、
退
宿
時
の
確

認
の
徹
底
が
必
要
だ
。 

（
記
；
沖
﨑
） 

 
 

 
 

 

行
動
タ
イ
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補
給
路
登
山
口1

0

：3
6
→

1
1

：0
4

行
仙
宿1

2

：0
0
→

12

：1
8

補
給
路
登
山
口 

 
 

 
 

管理棟（南側）の窓 

貼り紙（宿泊利用の皆さんへ） 


